
　
『
興
譲
館
だ
よ

り
』
は
、
私
が
本
校

教
頭
の
時
の
平
成
一

七
年
一
月
に
第
一
号

を
発
行
し
た
、
特
別

に
思
い
入
れ
の
深
い

も
の
で
す
。

　
授
業
や
学
校
行
事
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
部
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
生
き
生
き
と

取
り
組
む
興
譲
館
生
の
表
情
を
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
や

保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
を
象
徴
す
る
広
報
誌
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
多
く
の
方
々
の
ご
努
力
と
ご
支
援
を
得
て
、

今
回
で
第
一
八
号
を
数
え
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と
信
頼

を
得
、
本
校
を
目
指
す
中
学
生
が
憧
れ
を
抱
く
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

期
待
願
い
ま
す
。

　
入
学
し
て
か
ら
ず
っ
と
感
じ
て
い
る
の
は
、

興
譲
館
生
の
『
真
剣
さ
』
で
す
。
勉
強
も
部

活
も
行
事
も
、
い
つ
も
真
剣
に
、
全
力
で
行

う
先
輩
方
や
仲
間
を
見
て
、「
こ
れ
が
興
譲

館
生
な
ん
だ
。」
と
感
動
し
て
し
ま
い
ま
す
。

学
校
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ
た

一
学
期
。
し
か
し
自
分
自
身
、
い
つ
も
真
剣

で
全
力
で
し
た
。

で
全
力
で
し
た
。

登山の一コマ

入学式前の歓迎応援

入学式
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一
学
期
を
振
り
返
っ
て

校
　
長
　
佐
　
藤
　
広
　
明

飯
　
澤
　
有
　
貴

（
米
沢
一
中
出
身
）

希望に燃える新入生200名
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最
上
級
生
と
し
て
迎
え
た
今
回
の
体
育
祭
は
、
天
候
に
は
恵
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
自
分
と
し
て
、
こ
の
体
育
祭
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
二
つ
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
は
自
分
の
ク
ラ
ス
が
優
勝
し
た
こ
と
。
運
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
相
当
練
習
し
て
お
り
、
そ

れ
が
実
っ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
涙
を
流
す

人
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
負
け
て
悔
し
い
、
チ
ー
ム
に
申

し
訳
な
か
っ
た
…
理
由
は
様
々
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
は
た

目
か
ら
み
て
そ
れ
は
と
て
も
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
。
見
て
い
る
だ
け

で
熱
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
育
祭
で
色
々
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
で
は
、
そ
こ
か
ら
得
た
活
力
を
違
う
と
こ
ろ
で
も
発
揮
し
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊＊＊＊　種　　目　＊＊＊＊

・男子バレーボール

・女子バレーボール

・男子サッカー

・女子サッカー

・ 20人21脚

・長縄跳び

・男子学年対抗騎馬戦

・ 女子学年対抗綱引き
美女？３人組

体 

育 

祭

優
勝
ク
ラ
ス
代
表
生
徒
　
三

－

二
　
坂
　
　
　
泰
　
志

（
米
沢
五
中
出
身
）

興譲館に夏到来
熱く燃えた体育祭
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私
た
ち
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
県
高
校
総
体
で
の
全

種
目
制
覇
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
一
人
一
人
の
技
術

力
の
向
上
と
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
の
向
上
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
毎
日
の
積
み
重
ね
の
結
果
が
実
り
、
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
全
体
の

自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

八
月
に
行
わ
れ
る
沖
縄
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
昨

年
の
先
輩
方
が
成
し
遂
げ
た
ベ
ス
ト
８
を
越
え
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
残
り
少
な
い
期
間
で
す
が
、
練

習
の
質
に
こ
だ
わ
り
、
技
術
力
と
団
結
力
を
よ
り
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
沖
縄
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
接
戦
の
末
初

優
勝
を
果
た
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
出
場
を
決
め
ま

し
た
。迎
え
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は
、予
選
リ
ー

グ
を
突
破
し
た
も
の
の
代
表
決
定
戦
で
敗
れ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
へ
の
切
符
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

三
年
生
は
引
退
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
応
援
さ
れ
て
ホ
ッ
ケ
ー

が
出
来
た
こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
共
に
喜
び
、

涙
を
流
し
た
仲
間
と
の
思
い
出
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

後
輩
た
ち
に
は
、
私
た
ち
が
い
け
な
か
っ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
行
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

【置賜地区高等学校春季総合体育大会】
平成22年５月８日～９日

●団体
《第１位（優勝）》
　フェンシング男子　　フェンシング女子　　ホッケー女子
　バドミントン女子　　ソフトテニス女子　　水泳女子総合
《第２位》
　サッカー　　柔道女子　　ホッケー男子　　山岳
《第３位》
　バレーボール　　柔道男子　　バドミントン男子　　水泳男子総合
●個人
《第１位（優勝）》
　陸上／男子5000mW、女子3000mW、女子走り高跳び、女子走り

幅跳び
　柔道／男子－60kg級、女子－48kg級、女子＋78kg級
　バドミントン／女子シングルス
　フェンシング／男子フルーレ・エペ・サーブル、女子フルーレ・サー

ブル
　水泳／男子200m個人メドレー、女子200m自由形、400m自由形、
　　　　100m平、200m平
《第２位》
　陸上／女子3000mW
　柔道／男子－66kg級、女子－52kg級、－57kg級
　フェンシング／男子フルーレ・サーブル、女子フルーレ・サーブル
　水泳／男子50m自由形
《第３位》
　陸上／男子5000mW、女子3000mW、4×400mR 、
　　　　4×100mR
　ソフトテニス／男子ダブルス
　弓道／女子個人
　バドミントン／男子ダブルス
　柔道／男子－66kg級、－73kg級、－100kg級、女子－52kg級
　フェンシング／男子フルーレ・エペ・サーブル、女子フルーレ・エペ
　水泳／女子100m自由形、200m自由形

【山形県高等学校総合体育大会】　　 平成22年６月４～６日
●団体
《第１位》フェンシング／男子団体　　フェンシング／女子団体
　　　　　ホッケー女子
《第２位》ホッケー男子　　
●個人
《第１位》フェンシング／男子フルーレ・エペ・サーブル、
　　　　　　　　　　　　女子フルーレ・エペ・サーブル
　　　　　水泳／男子飛び込み
《第２位》陸上／女子3000mW
　　　　　フェンシング／男子フルーレ、女子フルーレ
《第３位》陸上／男子5000mW
　　　　　フェンシング／男子サーブル、
　　　　　　　　　　　　女子フルーレ・エペ・サーブル
　　　　　柔道／女子＋78kg級

高
校
総
体

県
高
校
総
体
の
成
果
と

　
　
　
　
　
今
後
の
目
標

ホ
ッ
ケ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン　

橋
　
本
　
瑞
　
希

（
川
西
一
中
出
身
）

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
キ
ャ
プ
テ
ン

笹
　
　
　
　
　
凌

（
中
川
中
出
身
）

部活動の記録

フェンシング県完全制覇
ホッケー女子歓喜の初優勝

興譲館魂県下に示す
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私
は
今
回
の
大
学
講
座
で
、
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ

た
工
学
と
物
理
の
講
義
を
受
け
た
。
工
学
で
は
発
泡
成

形
を
利
用
し
、
米
粉
か
ら
作
る
の
は
難
し
い
と
さ
れ
て

い
た
製
パ
ン
の
誕
生
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
理
学
で
は
「
ガ
ン
マ
線
バ
ー

ス
ト
」
と
い
っ
た
未
知
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
義
を
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
私
は
二
つ
の
講
義
を
受
け
、

何
事
に
も
疑
問
を
持
ち
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
試

行
錯
誤
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
た
。
身
の
回

り
の
こ
と
か
ら
宇
宙
の
こ
と
ま
で
、
研
究
す
る
分
野
は

広
く
様
々
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
一
番
自
分
に
合
っ
た
分

野
を
探
し
、
そ
れ
に
進
み
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
大
学

講
座
は
自
分
の
進
路
目
標
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

本
校
で
は
生
徒
の
多
様
な
進
路
選
択
の
一
助
と
な
る
よ
う
講
演
会
を

は
じ
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
Ｅ
Ｕ
講
演
会
」
や

理
数
科
二
年
生
が
参
加
し
た
「
サ
イ
エ
ン
ス
工
房
」、
大
学
か
ら
講

師
を
招
き
模
擬
講
義
を
体
験
す
る
「
興
譲
館
大
学
講
座
」
な
ど
で
す
。

授
業
で
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
で
す
。

分 野 大学・学・学科 講 師
工 学 山形大・工学 西岡　昭博　先生
物 理 山形大・理学・物理 郡司　修一　先生
生 物 山形大・理学・生物 廣田　忠雄　先生
看 護 山形県保大・保健医療学・看護 前田　　隆　先生
医 学 東北大・医学 押谷　　仁　先生
薬 学 東北大・薬学 倉田祥一朗　先生
教 員 宮城教育大・教育学 吉田　　剛　先生
人 文 山形大・人文学・人間文化 福野　光輝　先生
経 済 福島大・経済経営 奥本　英樹　先生
法 学 新潟大大学院・実務法学研究科 鈴木　正朝　先生
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ＥＵ講演会

興譲館大学講座

サイエンス工房

興
譲
館
大
学
講
座伊　

藤　

祐　

輝

（
米
沢
三
中
出
身
）

興譲館大学講座　開講分野及び講師８
月
19
日

始
業
式

24
日
〜
文
化
祭
（
〜
25
日
）

９
月
11
日
〜
秋
季
地
区
高
校
総
体
（
〜
12
日
）

19
日

創
立
記
念
式
典

29
日
〜
中
間
考
査
（
〜
10
月
1
日
）

10
月
１
日

サ
イ
エ
ン
ス
工
房
②

９
日
〜
県
新
人
大
会
前
期
（
〜
10
日
）

８
日
〜
県
高
文
祭
（
〜
10
日
）

14
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会

16
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

20
日

高
鍋
高
校
と
の
交
流
（
〜
22
日
）

11
月
６
日
〜
県
新
人
大
会
後
期
（
〜
７
日
）

15
日
〜
２
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
（
〜
17
日
）

20
日
〜
東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
（
〜
21
日
）

29
日
〜
１
・
２
年
期
末
・
３
年
学
年
末
考
査

（
〜
12
月
２
日
）

12
月
２
日

サ
イ
エ
ン
ス
工
房
③

24
日

終
業
式

❖
❖ 

二
学
期
の
行
事
予
定 

❖
❖

多彩なキャリア教育の実践
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